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(57)【要約】
【課題】タブを用いて直列接続させた二つの素電池を正
確に同軸上に配置し、その配置状態を確実に維持できる
組電池の直列接続用部品を提供する。
【解決手段】樹脂の一体成形品からなり、円板状の隔壁
部５１、当該隔壁部を天面として下方に開口して素電池
１０ｄの上端側が挿入される円筒部５２、隔壁部の周縁
に沿って上方に立設して素電池１０ｕの下端側を保持す
る壁面部５３を備え、壁面部は隔壁部を底として上方に
開口する円筒の側面の一部に当該側面の上端から隔壁部
の上面５５に至る切欠部５７によって分断され、隔壁部
には中央に上下方向に連絡して素電池の凸状電極端子１
１が挿通される孔５４が形成されているとともに、上面
に矩形断面を有して孔および隔壁部の周縁にて開放して
帯状の金属板１２０を折り重ねてなるタブ２０が収納さ
れる溝５６が形成され、切欠部は溝を隔壁部の周縁にて
開放させる領域に形成されている。
【選択図】　図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上端面に一方の電極の凸状端子を備えるとともに下端面に他方の電極端子を備えた円筒
形電池を素電池とした組電池において、帯状の金属板を折り重ねてなるタブを介して直列
接続させた二つの前記素電池を同軸上に配置した状態で保持するための接続用部品であっ
て、
　樹脂の一体成形品からなり、
　円板状の隔壁部と、当該隔壁部を天面として下方に開口して前記素電池の上端側が挿入
される円筒部と、当該隔壁部の周縁に沿って上方に立設して前記素電池の下端側を保持す
る壁面部とを備え、
　前記壁面部は、前記隔壁部を底として上方に開口する円筒の側面の一部に当該側面の上
端から前記隔壁部の上面に至る切欠部によって分断され、
　前記隔壁部には、中央に上下方向に連絡して前記凸状電極端子が挿通される孔が形成さ
れているとともに、上面に矩形断面を有して前記タブが収納される溝が形成され、
　前記溝は、円板状の前記隔壁部の半径方向に延長して前記孔および隔壁部の周縁にて開
放し、
　前記切欠部は前記溝を前記隔壁部の周縁にて開放させる領域に形成されている、
　ことを特徴とする組電池の直列接続用部品。
【請求項２】
　請求項１において、前記切欠部の前記隔壁部の周方向の幅が前記溝の幅よりも広いこと
を特徴とする組電池の直列接続用部品。
【請求項３】
　請求項１または２において、前記溝は前記隔壁部を直径方向に横断して直径の両端にて
開放していることを特徴とする組電池の直列接続用部品。　
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかにおいて、前記円筒部の内径は前記素電池の外周よりも小さく
、当該円筒部の内側に当該素電池の上端側が圧入されることを特徴とする組電池の直列接
続用部品。
【請求項５】
　互いに接続された複数の素電池に熱収縮チューブが被装されて一体化されてなる組電池
であって、
　前記素電池は、上端面に一方の電極の凸状端子を備えるとともに下端面に他方の電極端
子を備えた円筒形電池であり、
　前記複数の素電池には、請求項１～４のいずれかに記載の前記直列接続用部品を介して
上下方向に同軸に配置されるとともにタブを介して直列接続されてなる二つの素電池が含
まれ、　
　当該二つの素電池において、下方の素電池は上端側が前記直列接続用部品の前記円筒部
に挿入されつつ前記凸状電極端子が前記孔に挿通され、上方の素電池は下端側が前記壁面
部により保持され、
　帯状の金属板を折り重ねてなるタブが前記溝に沿って配置され、
　当該タブは、下面が前記孔を介して上方に露出する前記凸状電極端子の上面に取り付け
られ、上面が上方の素電池の下端面の電極端子に取り付けられている、
　ことを特徴とする組電池。
【請求項６】
　請求項５において、
　前記素電池は、電池缶が一方の電極の集電体を兼ね、
　端前記タブは、前記隔壁部の周縁から外方に突出しつつ、当該突出する領域が前記円筒
部の側面に沿って屈曲し、
　前記二つの素電池のうち、前記タブが電池缶とは異なる極の電極端子に取り付けられて
いる素電池の正負両極間に安全回路が接続され、
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　当該安全回路から導出される一方のリード端子が、前記タブの前記突出する領域に半田
付けされ、
　前記安全回路と前記複数の素電池が前記熱収縮チューブによって被装されている、
　ことを特徴とする組電池。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は組電池における直列接続用部品に関する。具体的には複数の円筒形電池を同軸
に配置しつつ互いの円筒形電池をタブを用い直列接続する際に用いる直列接続用部品に関
する。またその直列接続要部品を用いて構成される組電池にも関する。
【背景技術】
【０００２】
　円筒形電池を素電池として、複数の素電池を接続するとともに、それら接続状態にある
複数の素電池を熱収縮チューブなどを用いて一体化した組電池がある。そして組電池にお
いては高い出力電圧を得るために素電池同士を直列に接続することが多い。図１に組電池
を構成する円筒形電池の配置と接続の状態を例示した。ここでは組電池の本体（以下、組
電池本体）１となる二つの円筒形電池（１０ｕ、１０ｄ）が同軸に直列接続された例を示
した。なお以下では、円筒形電池（１０ｕ、１０ｄ）の軸１００方向を上下方向とし、そ
の円筒形電池（１０ｕ、１０ｄ）の上端面に正極端子１１が形成されているものとして上
下の各方向を規定する。図１に示した組電池本体１では、上下方向に同軸に配置された二
つの円筒形電池（１０ｕ、１０ｄ）の正極と負極の端子同士（１１、１２）が金属板から
なるタブ２０を介して接続されている。タブ２０は二つの円筒形電池（１０ｕ、１０ｄ）
の正極と負極の各端子（１１、１２）に溶接（スポット溶接など）によって取り付けられ
ている。それによって電池間（１０ｕ－１０ｄ）がより小さな電気抵抗で接続されている
。また溶接は電池（１０ｕ、１０ｄ）とタブ２０との取付け強度も確保でき、振動などに
よって電気的な接触が不安定になることも防止できる。そしてこのように同軸に配置され
た状態で直列接続された二つの円筒形電池（１０ｕ、１０ｄ）を熱収縮チューブによって
固定して外形を維持するとともに、外部機器に電力を供給するための端子板やリード線な
どを同軸配置された二つの円筒形電池の両端の端子に取り付ければ組電池が完成する。
【０００３】
　図２は図１に示した組電池本体１の組み立て手順の一例を示す図である。まず図２（Ａ
）に示したように、直列接続させる二つの円筒形電池（１０ｕ、１０ｄ）の一方の電池１
０ｄの正極端子１１と他方の電池１０ｕの負極端子１２に帯状の金属板１２０を架け渡し
、その状態で金属板１２０をそれぞれの電池（１０ｕ、１０ｄ）の端子（１２、１１）に
スポット溶接などの方法によって取り付ける。次いで図２（Ｂ）に示したように、金属板
１２０を折り曲げていき、最終的に図２（Ｃ）に示したように金属板１２０が二つ折りに
されたタブ２０となり、二本の電池（１０ｕ、１０ｄ）が同軸に配置される。なお以下の
特許文献１や２などにはタブを用いず、金属製の皿状部品を円筒形電池に溶接することで
複数の円筒形電池を直列接続させる技術について記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開昭６３－１０５４６０号公報
【特許文献２】特開２００１－３４５０９１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述したように、組電池において円筒形電池を直列接続させるためには金属板からなる
タブを用いたり、上記特許文献１や２に記載された金属製の皿状部品を用いたりしていた
。しかしながらタブを用いる場合では、柔らかい熱収縮チューブによる緊縛力によって組
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電池の外形を維持している。そのため外側からの僅かな力によって折り曲げたタブが帯状
に復元する方向に再度屈曲してしまい、組電池としての外形が容易に変形する。さらにタ
ブを一方の電池の端子に取り付ける際には、タブとなる帯状の金属板を正確にこの電池の
径方向に導出させた状態で取り付ける必要もある。
【０００６】
　また二次電池を素電池とした組電池などでは、外付けのダイオードなどを安全回路とし
て接続することがある。図３に従来の組電池本体１に安全回路としてダイオード３０を取
付ける手順を示した。組電池本体１に安全回路３０を取り付けるためには、まず図３（Ａ
）に示したようにタブ２０を円筒形電池（１０ａ、１０ｄ）の外方に突出するように取り
付ける。また直列接続されている二つの円筒形電池（１０ｕ、１０ｄ）の一方（ここでは
下方の円筒形電池１０ｄ）において、タブ２０が取り付けられていない電極端子（ここで
は負極端子１２）には電池外方に突出するように金属板からなる端子板２２を取り付ける
。
【０００７】
　そして図３（Ｂ）に示したように、タブ２０において外方に突出した先端部分１２１を
上下方向に開くように折り曲げ、当該先端部分１２１を上下の電池（１０ｕ、１０ｄ）の
側面に沿わせる。また端子板２２において外方に突出した部分１２３は下方の円筒形電池
１０ｄの側面に沿って折り曲げる。そしてタブ２０と端子板２２において、下方の電池１
０ｄに沿って折り曲げた部分（２１ｄ、２３）にダイオード３０のリード端子３１の先端
を半田３２を用いて接続する。なお上方の円筒形電池１０ｕにダイオード３０を取り付け
る場合は、上方の円筒形電池１０ｕにおいてタブ２０が取り付けられていない側の端子（
ここでは正極端子）に端子板を取り付け、その端子板の先端を上方の円筒形電池１０ｕの
側面に沿わせるように下方に屈曲させ、その屈曲させた部分と、タブ２０において上方に
折り曲げた部分２１ｕとの間にダイオードを接続すればよい。
【０００８】
　しかしながら従来の組電池では、組電池本体に安全回路を取り付ける場合、折り曲げた
タブや端子板によって円筒形電池自体の絶縁用外装体が傷付く場合がある。また安全回路
のリード端子をタブや端子板に半田付けする際の熱によって外装体に穴が開く可能性もあ
る。電池缶は一方の電極を兼ねているので、外装体に穴が開くとタブや端子板が電池缶の
表面に接触して円筒形電池が外部短絡を起こす可能性がある。
【０００９】
　また上記特許文献１や２に記載の組電池では一体的な皿状の接続部品を用いて円筒形電
池を直列接続しているため、タブによる接続と比較すると組電池の外形を維持し易い。し
かしながら一体的な接続部品を用いることが災いし、強い衝撃によって溶接箇所がはがれ
やすいという問題がある。具体的には、同軸に配置されている上下の円筒形電池を皿状の
接続部品を用いて電気的に接続する場合、皿の底を下方の円筒形電池の上端面側の端子に
溶接し、皿の縁を上方の電池の電池缶側面に溶接している。すなわちタブの場合は衝撃に
よってタブが屈曲するので組電池の外形が変化しやすい反面、電気的な接続自体が維持さ
れるが、一体的な皿状の接続部品を用いた組電池では外力によって接続部品が変形できず
溶接部位がはがれてしまうのである。
【００１０】
　また円筒形電池では、一方の電極端子が電極缶の封口体を兼ねており、円筒形の電池缶
の開口端には円板状の封口体が絶縁体を介して組み付けられている。すなわち封口体の外
周には他方の電極が配置されている。そのため皿状の接続部品を用いると皿の底が封口体
を兼ねる一方の電極端子とその周囲の電極缶の縁の双方に接触し、外部短絡が発生する可
能性がある。外部短絡を確実に防止するためには封口体の周囲に絶縁体を別途配置する必
要があり、その絶縁体に係る部品コストや絶縁体を配置するための工程に係るコストが加
算され組電池を安価に提供することが難しくなる。また金属板からなる皿状の接続部品は
複雑なプレス工程を経て製造されるため、接続部品自体の製造コストも嵩む。
【００１１】
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　そこで本発明は、円筒形電池からなる複数の素電池から構成される組電池において、タ
ブを用いた信頼性の高い接続方法を採用しつつ、二つの素電池を正確に同軸上に配置し、
その配置状態を確実に維持できる組電池の直列接続用部品を提供すること、およびその直
列接続用部品を用いて安価で信頼性の高い組電池を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記目的を達成するための本発明は、上端面に一方の電極の凸状端子を備えるとともに
下端面に他方の電極端子を備えた円筒形電池を素電池とした組電池において、帯状の金属
板を折り重ねてなるタブを介して直列接続させた二つの前記素電池を同軸上に配置した状
態で保持するための接続用部品であって、
　樹脂の一体成形品からなり、
　円板状の隔壁部と、当該隔壁部を天面として下方に開口して前記素電池の上端側が挿入
される円筒部と、当該隔壁部の周縁に沿って上方に立設して前記素電池の下端側を保持す
る壁面部とを備え、
　前記壁面部は、前記隔壁部を底として上方に開口する円筒の側面の一部に当該側面の上
端から前記隔壁部の上面に至る切欠部によって分断され、
　前記隔壁部には、中央に上下方向に連絡して前記凸状電極端子が挿通される孔が形成さ
れているとともに、上面に矩形断面を有して前記タブが収納される溝が形成され、
　前記溝は、円板状の前記隔壁部の半径方向に延長して前記孔および隔壁部の周縁にて開
放し、
　前記切欠部は前記溝を前記隔壁部の周縁にて開放させる領域に形成されている、
　ことを特徴とする組電池の直列接続用部品としている。
【００１３】
　また前記切欠部の前記隔壁部の周方向の幅が前記溝の幅よりも広い組電池の直列接続用
部品としたり、前記溝が前記隔壁部を直径方向に横断して直径の両端にて開放している組
電池の直列接続用部品としたりしてもよい。前記円筒部の内径が前記素電池の外周よりも
小さく、当該円筒部の内側に当該素電池の上端側が圧入される組電池の直列接続用部品と
することもできる。
【００１４】
　本発明は互いに接続された複数の素電池に熱収縮チューブが被装されて一体化されてな
る組電池にも及んでおり、当該組電池に係る発明は、
　前記素電池が上端面に一方の電極の凸状端子を備えるとともに下端面に他方の電極端子
を備えた円筒形電池であり、
　前記複数の素電池には、上記いずれかに記載の前記直列接続用部品を介して上下方向に
同軸に配置されるとともにタブを介して直列接続されてなる二つの素電池が含まれ、　
　当該二つの素電池において、下方の素電池は上端側が前記直列接続用部品の前記円筒部
に挿入されつつ前記凸状電極端子が前記孔に挿通され、上方の素電池は下端側が前記壁面
部により保持され、
　帯状の金属板を折り重ねてなるタブが前記溝に沿って配置され、
　当該タブは、下面が前記孔を介して上方に露出する前記凸状電極端子の上面に取り付け
られ、上面が上方の素電池の下端面の電極端子に取り付けられている、
　ことを特徴とする組電池としている。
【００１５】
　また前記素電池の電池缶が一方の電極の集電体を兼ね、
　端前記タブは、前記隔壁部の周縁から外方に突出しつつ、当該突出する領域が前記円筒
部の側面に沿って屈曲し、
　前記二つの素電池のうち、前記タブが電池缶とは異なる極の電極端子に取り付けられて
いる素電池の正負両極間に安全回路が接続され、
　当該安全回路から導出される一方のリード端子が、前記タブの前記突出する領域に半田
付けされ、
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　前記安全回路と前記複数の素電池が前記熱収縮チューブによって被装されている、
　ことを特徴とする組電池とすることもできる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明に係る組電池の直列接続用部品によれば、円筒形電池からなる複数の素電池を用
いて組電池を構成する際、タブを用いた信頼性の高い接続方法が採用でき、二つの素電池
を正確に同軸上に配置することができる。またその配置状態が外力によって変形し難い。
そしてこの直列接続用部品を用いた組電池は安価で信頼性が高い。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】従来の組電池における二つの素電池の直列接続状態を示す図である。
【図２】従来の組電池において、二つの素電池を直列接続する手順を示す図である。
【図３】従来の組電池において、安全回路が取り付けられた状態を示す図である。
【図４】本発明の第１の実施例に係る直列接続用部品を示す図である。
【図５】上記第１の実施例に係る直列接続用部品を用いて二つの円筒形電池を同軸に配置
しつつ直列接続する手順を示す図である。
【図６】上記第１の実施例に係る直列接続用部品を用いて直列接続された素電池に安全回
路を取り付けた状態を示す図である。
【図７】本発明の第２の実施例に係る直列接続用部品を示す図である。
【図８】本発明の各種変形例に係る直列接続用部品を示す図である。
【図９】上記変形例に係る直列接続用部品の一つを用いて二つの素電池を同軸に配置しつ
つ直列接続する方法を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　本発明の実施例について、以下に添付図面を参照しつつ説明する。なお以下の説明に用
いた図面において、同一または類似の部分に同一の符号を付して重複する説明を省略する
ことがある。ある図面において符号を付した部分について、不要であれば他の図面ではそ
の部分に符号を付さない場合もある。
【００１９】
＝＝＝第１の実施例＝＝＝
＜直列接続用部品の構造＞
　本発明の実施例に係る直列接続用部品は二本の円筒形電池を同軸状態で接続するための
ものである。図４は本発明の第１の実施例に係る直列接続用部品（以下、接続部品５０ａ
とも言う）を示す図であり、先に規定した上下方向に基づけば、図４（Ａ）は当該接続部
品５０ａを上方から見たときの斜視図であり、図４（Ｂ）は下方から見たときの斜視図で
ある。ここに示した接続部品５０ａは樹脂の一体成形品であり、円板状の隔壁部５１と、
隔壁部５１を天面として下方に開口する低背円筒状の部位（以下、円筒部５２とも言う）
と、隔壁部５２の周囲から上方に立設する壁面部５３とから構成されている。
【００２０】
　隔壁部５１の中央には上下方向に連絡する孔（以下、中央孔５４とも言う）が形成され
ている。さらに円板状の隔壁部５１の上面５５には矩形断面を有する溝５６が隔壁部５１
を直径方向に横断するように形成されている。そしてこの溝５６は隔壁部５１の周縁で解
放している。すなわち壁面部５３には、溝５６を隔壁部５１の周縁で解放するための切欠
部５７が形成されている。またこの例では壁面部５３が溝５６の延長方向に対して対称と
なるように二カ所に形成されており、切欠部５７の幅Ｗ２は溝５６の幅Ｗ１よりも広くな
っている。
【００２１】
＜組電池本体の組み立て手順＞
　図５に上記接続部品５０ａを用いて二つの円筒形電池（以下、素電池（１０ｕ、１０ｄ
）とも言う）を直列接続させて組電池本体１ａを組み立てる手順を示した。まず図５（Ａ
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）に示したように、下方の素電池１０ｄの正極端子１１側を接続部品５０ａの円筒部５２
内に挿入する。これにより隔壁部５１の中央孔５４に素電池１０ｄの正極端子１１が挿通
され、正極端子１１の上面が隔壁部５１の上面５５に露出する。この例では正極端子１１
の上面と溝５６の底面とがほぼ同じ高さとなる。
【００２２】
　ここで図５（Ｂ）に示したように、最終的にタブ２０となる帯状の金属板１２０を溝５
６の内側に配置し、下方の素電池１０ｄの正極端子１１の上面と帯状の金属板１２０の一
端の下面とを接触させる。また金属板１２０の他端を接続部品５０ａの外方に突出させる
。そして正極端子１１と金属板１２０との接触領域の適宜な箇所をスポット溶接し、金属
板１２０を下方の素電池１０ｄの正極端子１１に取り付ける。このように第１の実施例に
係る接続部品５０ａでは、タブ２０となる帯状の金属板１２０を下方の素電池１０ｄの正
極端子１２とを溶接する際、その金属板１２０を溝５６に沿って配置している。そのため
金属板１２０を下方の素電池１０ｄの径方向に正確に導出させることができる。また溝５
６が隔壁部５１を横断して隔壁部５１の直径の両端で解放しているので、組電池本体１ａ
の組み立て途上で金属板１２０を溝５６の内側に配置する工程に際し、その金属板１２０
を導出する方向が一方向に限定されず、当該工程を簡略化することができる。
【００２３】
　つぎに図５（Ｃ）に示したように、金属板１２０において接続部品５０ａから突出する
部位の端部下面を最終的に上方に配置される素電池１０ｕの負極端子１２に接触させつつ
この接触領域にてスポット溶接する。それによって二つの素電池（１０ｕ、１０ｄ）が電
気的に直列に接続される。
【００２４】
　このように二つの素電池（１０ｕ、１０ｄ）が電気的に直列に接続されたならば、金属
板１２０を折り曲げて最終的に金属板１２０を二つ折りにしたタブ２０を形成する。また
それに伴って上方の素電池１０ｕの負極端子１２側を接続部品５０ａの壁面部５４の内方
に収納する。それによって図５（Ｄ）に示したように二つの素電池が直列接続されつつ同
軸上に配置されて組電池本体１ａが完成する。なお図５（Ｄ）では接続部品５０ａとタブ
２０との配置関係がよく分かるように、接続部品５０ａの外方にタブ２０を突出させてい
る。さらにその突出した部分１２１によってその後に被装される熱収縮チューブに穴が開
かないように、この突出部分１２１を上下方向に開くように折り曲げる過程を示している
。すなわちタブ２０を接続部品５０ａの外方に突出させたとしても、その突出部分１２１
を折り曲げて素電池（１０ｕ、１０ｄ）の側面に沿わせた上で熱収縮チューブを被装すれ
ば熱収縮チューブに穴が開くことを確実に防止できる。もちろん図３に示したような安全
回路を取り付ける必要が無いのであれば、タブ２０を突出させる必要はない。
【００２５】
　そして第１の実施例に係る接続部品５０ａでは、切欠部５７の幅Ｗ２が溝５６の幅Ｗ１
よりも大きいため、金属板１２０を折り曲げながら上下の素電池（１０ｕ、１０ｄ）を同
軸に配置する際、上方の素電池１０ｕの下端側は二つの壁面部５３の間に円滑に収納され
る。そして第１の実施例に係る接続部品５０ａを用いた組電池本体１ａでは、上方と下方
の素電池（１０ｕ、１０ｄ）が接続部品５０ａの壁面部５３と円筒部５２とによって保持
される。したがって組電池本体１ａに熱収縮チューブを被装した組電池では外形が容易に
変形しない。
【００２６】
＜安全回路の取付け＞
　組電池本体１ａに安全回路を取り付ける際には、タブ２０に上述した突出部分１２１を
故意に設けることになるが、第１の実施例に係る接続部品５０ａでは、その安全回路を取
り付ける際に外部短絡を確実に防止できる。具体的には図６に示したように、タブ２０に
おいて接続部品５０ａの外方に突出した部分（図５（Ｄ）：符号１２１）を上下方向に開
くように屈曲させ、上下の素電池（１０ｕ、１０ｄ）の側面に沿わせる。また下方の素電
池１０ｄの負極端子１２に取り付けた端子板２２については、Ｌ字型となるように先端側
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を上方に屈曲させて当該下方の素電池１０ｄの側面に沿わせる。そしてタブ２０と端子板
２２にダイオードなどの安全回路３０のリード線３１の末端を半田３２により取り付ける
。したがってタブ２０において半田付けされる屈曲部分２１が樹脂製の接続部品５０ａの
円筒部５２の側面に沿って配置され、折り曲げたタブ２０によって素電池１０ｄの絶縁用
外装体が傷付くことがない。また安全回路３０のリード端子３１をタブ２０に半田付けす
る際の熱が外装体に伝わり難くなり、外装体に穴が開くこともない。すなわち下方の素電
池１０ｄの正極端子１１に取り付けられたタブ２０と同じ素電池１０ｄの負極集電体を兼
ねる電池缶とが電気的に接触することがなく、組電池本体１ａの外部短絡を確実に防止す
ることができる。
【００２７】
＝＝＝第２の実施例＝＝＝
　第１の実施例に係る接続部品５０ａでは同軸配置された二つの素電池（１０ｕ、１０ｄ
）を円筒部５２と壁面部５３とによって保持している。そのため、とくに素電池（１０ｕ
、１０ｄ）に径方向の外力が加わった場合に対して組電池としての外形を強固に維持する
ことができる。しかしタブ２０を構成する金属板１２０が薄いような場合では、二つの素
電池（１０ｕ、１０ｄ）に対して上下方向に離間させようとする力が加わると組電池とし
ての外形が若干変化する可能性がある。そこで本発明の第２の実施例として上下方向の力
に対しても同軸配置された二つの素電池（１０ｕ、１０ｄ）の外形をより強固に維持でき
る接続部品を挙げる。図７は第２の実施例に係る接続部品５０ｂにおける組電池の外形維
持作用を説明するための図である。図７（Ａ）は第２の実施例に係る接続部品５０ｂに下
方の電池１０ｄを挿入する前の状態を示しており、図７（Ｂ）はその接続部品５０ｂに下
方の電池１０ｄが挿入されているときの状態を示している。なお図７では第２の実施例に
係る接続部品５０ｂを上下方向を含む面で切断したときの縦断面図で示した。
【００２８】
　図７（Ａ）に示したように、円筒部５２の側面の肉厚ｔ１が壁面部５３の肉厚ｔ２より
も厚くなっており、円筒部５２の内径φ１は素電池（１０ｕ、１０ｄ）の外径φ２よりも
小さくなっている。なお円筒部５２の内径φ１は、下方の素電池１０ｄが圧入可能な程度
の大きさであり、接続部品５０ｂを構成する樹脂素材の弾性率などに応じて適宜に設定さ
れている。
【００２９】
　そしてこの接続部品５０ｂの円筒部５２に下方の素電池１０ｄの正極端子１１側を挿入
すると、図７（Ｂ）に示したように、円筒部５２の内径φ２が素電池１０ｄの外径φ２に
合わせて拡径する方向に歪む。その結果、隔壁部５１を介して上方に立設する壁面部５３
には内方に傾斜する方向に応力が掛かる。それによって上方の素電池１０ｕも負極端子１
２側が壁面部５３によって強固に狭持され、上方と下方の素電池（１０ｕ、１０ｄ）の双
方が接続部品５０ｂに嵌着され上下方向の力に対し、より強固に外形を維持することが可
能となる。
【００３０】
＝＝＝その他の実施例＝＝＝
　本発明の実施例に係る接続部品には、上記第１および第２の実施例に限らず、種々の変
形例が存在する。図８（Ａ）～（Ｃ）に変形例に係る接続部品を挙げた。図８（Ａ）に示
した接続部品５０ｃは、壁面部５３が一つであり、溝５６は隔壁部５１を横断せず、中央
孔５４を始点として隔壁部５１の縁端の一カ所でのみ解放している。そしてその溝５６の
開放部分に切欠部５７が形成される。図８（Ｂ）に示した接続部品５０ｄでは切欠部５７
の幅が溝５６の幅に一致している。なおこの場合においても図８（Ｃ）に示した接続部品
５０ｅのように壁面部５３が一つだけ形成されるようにしてもよい。なお図８（Ｂ）、（
Ｃ）に示した接続部品（５０ｄ、５０ｅ）のように、切欠部５７の幅が狭い場合で、かつ
接続部品（５０ｄ、５０ｅ）を構成する樹脂に十分な弾性がない場合、上方の素電池１０
ｕの負極端子１２側を壁面部５７の内方に円滑に収納することが難しくなる場合がある。
そこで切欠部５７の幅が狭い場合には、金属板１２０を二つ折りにしてタブ３０を形成せ
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示した接続部品５０ｄを用いて二つの素電池（１０ｕ、１０ｄ）を同軸に配置して直列接
続する例を図９に示した。なお図９では接続部品５０ｄを溝５６の延長方向を含む縦断面
図として示している。そして図９に示したように、帯状の金属板１２０をつづら折りにす
るようにタブを形成していくと、上方の素電池１０ｕが下方の素電池１０ｄとほぼ同軸に
下方に移動し、最終的には上方の素電池１０ｕは、下方の素電池１０ｄと同軸に配置され
て壁面部５３の内方に収納されることがわかる。
【００３１】
　なお本発明の実施例に係る接続部品は上下方向に同軸配置される素電池缶に介在させる
ものである。したがって３本以上の素電池を同軸配置させつつ直列接続させて組電池を構
成することもできる。もちろん接続部品を用いて直列接続させた二つの円筒形電池を一組
として複数組を並列に並べて組み電池を構成してもよい。いずれにしても同軸配置されつ
つ直列接続される素電池の接続箇所に本発明の接続部品を介在させればよい。
【符号の説明】
【００３２】
１ａ，１ｂ　組電池本体、１０ｕ，１０ｄ　円筒形電池（素電池）、１１　正極端子、
１２　負極端子、２０　タブ、３０　安全回路（ダイオード）、
５０ａ～５０ｅ　直列接続用部品（接続部品）、５１　隔壁部、５２　円筒部、
５３　壁面部、５４　中央孔、５６　溝、５７　切欠部、１００　素電池の円筒軸、
１２０　金属板

【図１】 【図２】
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